
オフショア・アップストリーム事業
当社は本年3月にシンガポールのエズラ社と共同でオフショア・

サブシー設備の設計・調達・建設・据付（いわゆる EPCI）を行う
合弁会社EMAS CHIYODA Subseaを設立致しました。現在同社
では、右のイラストに記載されているプロジェクト遂行用の作業船9
隻を運航しており、海底配管・ケーブルの敷設、プラットフォーム等
の海上構造物の据え付け、FPSO等の浮体構造物の係留工事等を
請負うことが出来ます。

EMAS CHIYODA Subseaの設立により、子会社である英国の
コンサルティング会社Xodus社と併せてサブシー（海中・海底）におけ
る石油・ガス田開発の計画・コンセプトの策定から設計・調達・建設・
据付（EPCI）、更にはLife Of Fieldと呼ばれるメンテナンス、廃棄（デコ
ミッショニング）に至る一貫したサービスを提供できる体制が整いまし
た。昨今の原油価格低迷の影響により、エネルギー関連の投資計画
は低調ですが、中長期的にサブシーを含む石油・ガス田開発は今後
益々増えていく方向であることは間違いありません。当社として、同分

野を今後の成長の柱の一つに据えると共に、日本政府が目指している
「海洋産業の振興、及び国際協力強化」に貢献し、ひいては日本の
エネルギーセキュリティー確保の一助となるよう邁進して参ります。

千代田化工建設株式会社

EMAS CHIYODA Subseaの所有する作業船

相馬ＬＮＧ基地
新潟・仙台ガスパイプラインを中心とした当社インフラを活用し、

震災復興需要が見込まれる仙台広域圏へのガス安定供給を目的
に、2013年11月に福島県相馬港にLNG基地を建設することならび
に接続パイプライン敷設の最終投資決定を行い、2015年1月より
現地工事を開始し、2017年11月末の機械的完成を目指し工事を実
行中です。

適用法規はガス事業法。基地主要設備は、外航船桟橋１基、
内航船桟橋１基、LNGタンク（23万kL）1基、気化器7MPa・75t/hr 

x 2基、熱量調整設備、ローリー出荷設備5レーンで、パイプラインは
20インチ・7MPa x 40kmです。

LNG地上式PCタンク容量23万kLは国内最大です。内槽板材に
はニッケル含有率が低い7% Ni鋼（通常9%）を採用しコスト削減を、
また請負者である株式会社IHIのJCM工法を適用し、工期短縮を
図っています。

LNG外航船入船のためには港内泊地の浚渫が必須であり、国土交
通省・福島県のご尽力により大幅な工期短縮で2016年3月に浚渫が
完了しました。現在桟橋設置の海洋工事を実施中ですが、そのジャケッ
トは北九州で製作され、相馬港まで曳航され順次設置されます。

　　　プラントでは初期投資削減のため海水取水を必要としない
SMV（Submerged combustion vaporizer）を採用しましたが、ガ
ス需要増に合わせて将来別タイプの気化器を増設する予定です。

東日本大震災後の復興シンボルとして本プロジェクトは地
元でも認識していただいており、福島県相馬港湾建設事務所
は相馬港内外で各種工事を実施している会社を召集しLNG
関連工事調整会議（隔月）を開催し、円滑なプロジェクト運営
にご協力いただいています。

石油資源開発株式会社

工事中の相馬ＬＮＧ基地 基地全体鳥瞰図

超並列スーパーコンピュータを用いた
二酸化炭素地中挙動シミュレーション

地球温暖化対策として注目される二酸化炭素回収・貯留技術
（CCS）の実用化にあたり、地中貯留の経済性や安全性（貯留層性
能や漏洩防止など）を正確に評価することが重要です。大成建設で
は、CO2の地中挙動や漏洩・環境リスクを高精度で予測するツール

として大規模並列計算技術に着目し、超並列スーパーコンピュータ
の１万個以上のCPUによる高速計算が可能な多相流体シミュレー
ションシステムを開発・実用化しました。CO2流体の地中挙動だけで
なく、地球化学反応やジオメカニクス（応力・変形）との連成解析を
高分解能で行うことが可能です。これまでに、米国や豪州などを含
めた国内外の実証試験へ適用しています。今後は、本年４月に設立
された二酸化炭素地中貯留技術研究組合での活動などを通じて、
CO2 長期的安定性にかかわる複雑系・複合現象の予測や周辺環境
影響評価などに活用していきたいと考えています。

大成建設株式会社

超並列スーパーコンピュータ　東京大学 Oakleaf-FX（76,800 CPU）

不均質貯留層内でのCO2 地中挙動シミュレーションの例
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